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つらゆき時代まつりつらゆき時代まつり

　11月初旬、第９回つらゆき時
代まつりが開催されました。
　後免町商店街周辺では、華麗
な衣装の稚児行列も登場。その
愛らしさに道行く人の顔もほこ
ろびます。
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黒
人
差
別
の
歴
史
を
日
本
人
は
あ
ま
り
知

ら
な
い
、
と
よ
く
指
摘
さ
れ
る
。

17
世
紀
、
奴
隷
と
し
て
米
大
陸
に
連
れ
て

こ
ら
れ
た
黒
人
た
ち
は
、
１
８
６
３
年
の
奴

隷
解
放
宣
言
発
布
で
自
由
の
身
に
な
れ
た
よ

う
に
も
思
え
た
が
、
逆
に
州
法
な
ど
で
差
別

は
合
法
化
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
改
善
が
本
格

的
に
始
ま
る
の
は
１
９
５
０
年
代
の
公
民
権

運
動
か
ら
だ
。
「
だ
が
今
も
ア
メ
リ
カ
に
は

社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
な
黒
人
差
別
や

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー（
少
数
民
族
）へ
の
差
別
が

あ
る
」
と
い
う
ヒ
ル
さ
ん
。
自
身
も
小
学
校

に
入
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
、
白
人
の
友
人
宅

を
訪
ね
る
と
、
黒
人
を
侮
っ
た
言
葉
で
「
い

な
い
か
ら
帰
れ
」
と
父
親
に
怒
鳴
ら
れ
た
。

そ
れ
が
今
も
、
心
の
傷
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　「
そ
ん
な
歴
史
を
知
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

今
、
黒
人
の
音
楽
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
世
界

中
に
『
格
好
い
い
』
と
認
め
ら
れ
て
き
て
い

る
。
で
も
そ
れ
っ
て
う
わ
べ
だ
け
」
歴
史
を

知
れ
ば
、
な
ぜ
そ
ん
な
音
楽
や
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
が
生
ま
れ
て
き
た
の
か
が
、
分
か
る
は

ず
で
す
。
か
ら
か
い
の
看
板
を
知
ら
ず
に
掲

げ
る
よ
う
な
『
無
意
識
の
差
別
』
は
減
る
は

ず
で
す
」

　
吾
川
郡
春
野
町
の
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）の
黒
人
女
性
、
ア
ン
シ
ャ
ネ
・
ヒ
ル

さ
ん
（
23
）
＝
米
・
オ
ハ
イ
オ
州
出
身
＝
は
、

先
日
も
日
本
の
テ
レ
ビ
を
見
て
思
っ
た
。
全

身
を
黒
く
塗
り
「
爆
発
し
た
髪
」「
下
半
身

を
覆
う
草
の
パ
ン
ツ
」
な
ど
と
黒
人
を
か
ら

か
う
格
好
の
芸
能
人
が
画
面
に
登
場
し
た
の

だ
。

　
今
春
、
ヒ
ル
さ
ん
は
高
知
市
内
の
輸
入
雑

貨
店
に
あ
っ
た
１
９
２
０
年
代
以
前
の
商
品

看
板
を
「
黒
人
を
か
ら
か
う
も
の
」
と
、
高

知
地
方
法
務
局
に
改
善
を
訴
え
撤
去
さ
せ
た
。

こ
の
看
板
は
店
の
人
が
「
面
白
い
」
「
か
わ

い
い
」
と
米
国
で
購
入
し
た
も
の
で
、
「
差

別
に
つ
な
が
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」

と
い
う
。

　
何
気
な
い
街
の
光
景
を
介
し
た
人
権
感
覚

の
ず
れ
。

　
だ
が
そ
れ
は
高
知
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

い
。
し
っ
か
り
し
た
日
本
語
で
「
大
学
時
代

に
京
都
に
留
学
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
ん

な
看
板
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
」。
テ
レ

ビ
番
組
に
「
か
ら
か
い
」
が
出
て
く
る
の
だ

か
ら
、
日
本
中
に
そ
ん
な
意
識
が
あ
る
の
で

は
、
と
ヒ
ル
さ
ん
は
思
う
。

う
ん
ざ
り
」

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」

ん
ざ
り
」

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」
り

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」
り

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」
りりり

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」
り
ざ

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」

ざ

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」

ざざ

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」

ん

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」

ん

も
う
、
う
ん

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」

「
も
う
、
う
ん
ざ
り
」

差
別

無
意
識
の
差
別
差
別
差
別

無
意
識
の
差
別

無
意
識
の
差
別別別

無
意
識
の
差
別

無
意
識
の
差
別別別

無
意
識
の
差
別

無
意
識
の
差
別別

無
意
識
の
差
別別別

無
意
識
の
差
別

無
意
識
の
差
別

識
の
差

無
意
識
の
差
別

の
差

識
の
差

無
意
識
の
差
別

無
意
識
の
差
別
差

無
意
識
の
差
別
差

無
意
識
の
差

無
意
識
の
差
別

無
意
識
の
差
別

無
意
識
の
差
別

　国際化がすすみ、私たちが外国の人々や文化とふ
れ合う機会も多くなりました。また、海外へ出かけ
ることも珍しいことではありません。南国市にも今
年10月現在で306名の外国人が在住しています。
　地球にはたくさんの異なる国があり、いろんな民
族が暮らしています。一人ひとりが別々の「人」で
す。その人一人ひとりがそれぞれの考えをもってい
ます。「外国人」と、ひとくくりでいうのではなく、
その「人」自身を理解し、認めていくことが本当の
交流につながるのではないでしょうか。
　今年の人権特集では、外国人の人権問題として、
1997年12月４日に高知新聞に掲載された記事を紹
介します。
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高
知
の
生
活
を
通
じ
差
別
を
感
じ
て
い
る

の
は
、
ヒ
ル
さ
ん
だ
け
で
は
な
い
。
看
板
撤

去
申
し
出
を
き
っ
か
け
に
、
県
内
在
住
の
外

国
人
た
ち
の
親
ぼ
く
団
体
「
こ
う
ち
く
ら
ぶ
」

は
「
日
常
的
に
差
別
を
感
じ
る
こ
と
は
ま
だ

ま
だ
あ
る
」
と
、
人
権
問
題
を
考
え
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
さ
せ
た
。

　
法
務
省
入
国
管
理
局
が
こ
と
し
六
月
に
発

表
し
た
「
96
年
末
の
外
国
人
登
録
者
統
計
」

に
よ
る
と
、
そ
の
数
は
日
本
全
国
で
141
万
５

千
136
人
。
県
内
で
も
２
千
299
人
お
り
、
韓

国
・
朝
鮮
人
や
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
ア

ジ
ア
の
人
々
を
中
心
に
、
年
々
百
人
前
後
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
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に
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に
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に
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に
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に
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に
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に
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に
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化
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化化
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に
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会
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化
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化化
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会
に
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会
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化
文
化
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文
化
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会
に
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会
に

多
文
多
文
化
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会
に

文
多
文
多
文
化
社
会
に

多
文
化
社
会
に

文
多
文
化
社
会
に

文
多
文
多
文
化
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会
に

多
文
化
社
会
に

多多
文
化
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会
に

多多多
文
化
社
会
に

多
文
化
社
会
に

多多
文
化
社
会
に

多多多
文
化
社
会
に

多
文
化
社
会
に

多
文
化
社
会
に

　
ヒ
ル
さ
ん
は
「
高
知
も
ま
す
ま
す
マ
ル
チ

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
多
文
化

社
会
）
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
、『
差

別
を
し
な
い
』『
許
さ
な
い
』
た
め
に
も
、

い
ろ
ん
な
民
族
の
歴
史
を
勉
強
し
て
ほ
し
い
。

私
も
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
訴
え
る
。

　
と
同
時
に
「
高
知
の
人
々
に
は
大
変
、
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
言
う
。
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
学

習
会
で
も
人
権
問
題
に
つ
い
て
話
し
た
ん
で

す
が
、
い
ろ
ん
な
人
が
私
の
訴
え
を
真
剣
に

聞
い
て
く
れ
た
。
新
聞
も
注
目
し
て
く
れ
た
。

高
知
の
人
権
の
状
況
は
、
変
わ
っ
て
き
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

１
９
９
７
年
12
月
４
日
高
知
新
聞
よ
り
転
載

0 10 20 30 40

（上位６位／複数回答）

32.432.4432.4％％％％

32.232.232.2％％％％

16.616.616.6％％％％

15.415.4415.4％％％％

35.435.4435.4％％％％

15.715.7715.7％％％％

※お問い合わせは、人権広報委員会（�８８０ー６５６９）まで

クラスの友人と楽しく音楽にあわせシンク
ロを披露するミシェル君（右奥）=バング
ラデシュ出身=。（日章小学校）

　市では、岡豊小学校、日章小学校を中心
として国際理解教育に取り組んでいます。
　日章小学校では、校舎内の掲示板に国際
コーナーを設け、カレンダーや帰国した友
達からの手紙などが飾られています。また、
テレビ朝礼や集会では外国の遊びやクイズ
などを紹介し、授業の中でも外国の料理・
文化に親しむ学習を取り入れるなどしてい
ます。

日本の中でも文化の
違いはあるんだから、
別の国ならなおさら
だよ

お互いに文化の違いを
認めることが大切よ

※県企画振興部人権課H14年度調査より
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保
育
所
は
、
家
庭
で
の
保
育
に

欠
け
る
児
童
を
入
所
さ
せ
る
児
童

福
祉
施
設
で
、
保
育
所
に
入
所
で

き
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
〔
条
例
か
ら
抜
粋
〕

▼
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常

　
態
と
し
て
い
る

▼
居
宅
内
で
児
童
と
離
れ
て
、
日

　
常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
す
る

　
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る

（
育
児
・
家
事
は
入
所
の
理
由
に

　
な
り
ま
せ
ん
）

▼
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
ま
た
は
出

　
産
後
間
が
な
い
こ
と

▼
疾
病
・
負
傷
、
ま
た
は
精
神
、

　
も
し
く
は
身
体
に
障
害
が
あ
る

▼
長
期
の
疾
病
、
ま
た
は
精
神
、

　
も
し
く
は
身
体
に
障
害
が
あ
る

　
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て

　
い
る

▼
震
災
・
風
水
害
・
火
災
、
そ
の

　
他
の
災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い

　
る

▼
ほ
か
、
市
長
が
特
に
必
要
と
認

　
め
た
場
合

　
入
所
申
込
書
の
受
付
と
同
時
に
、

保
護
者
と
の
面
談
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
保
育
士
に
よ
る
児
童
面
接

も
あ
り
ま
す
の
で
、
第
１
希
望
保

育
所
へ
児
童
同
伴
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。

�
申
込
書
等
の
配
布
場
所

   

『
入
所
申
込
案
内
』『
入
所
の
し

お
り
』
は
、
各
保
育
所
・
市
役
所

総
合
案
内
・
福
祉
事
務
所
保
育
係

に
あ
り
ま
す
。

＊
申
込
書
配
布
は
、
12
月
13
日
�

　
か
ら
で
す
。

②
申
込
期
間

　 

平
成
17
年
１
月
26
日
�
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
４
日
�

　
＊
申
込
期
限
後
で
も
、
随
時
受

　
　
け
付
け
ま
す
が
、
平
成
17
年

　
　
２
月
25
日
�
を
過
ぎ
る
と
、

　
　
５
月
入
所
に
な
る
場
合
も
あ

　
　
り
ま
す
。

　
▼
書
類
の
提
出
先
は
、
市
役
所

　
　
福
祉
事
務
所
保
育
係
で
す
。

③
申
込
受
付
・
面
談
期
日
と
時
間

　
上
記
（
左
ペ
ー
ジ
）
参
照

入
所
の
基
準

入
所
の
基
準

新
規
入
所

新
規
入
所

入
所
の
基
準

新
規
入
所

継
続
入
所

５
月
以
降
の
入
所

入
所
の
承
諾
（
決
定
）

保
育
の
実
施
時
期
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�
募
集
開
始
年
齢
は
、
保
育
所
一

　
覧
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

�
申
込
書
に
は
、
第
１
希
望
か
ら

　
第
４
希
望
の
保
育
所
ま
で
必
ず

　
お
書
き
く
だ
さ
い
。

�
す
べ
て
の
項
目
へ
の
記
入
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

�
全
園
の
申
込
状
況
は
、
２
月
10

　
日
�
、
各
保
育
所
並
び
に
市
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

　
ま
す
。

⑤
保
育
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、

　
完
納
の
う
え
、
手
続
き
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

入
所
の
基
準

新
規
入
所

　
12
月
６
日
�
か
ら
各
保
育
所
で

「
保
育
要
件
確
認
書
」
を
配
布
し

ま
す
。

　
手
続
き
方
法
は
、
平
成
17
年
度

保
育
の
継
続
に
つ
い
て
〔
ピ
ン
ク

の
表
紙
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

継
続
入
所

継
続
入
所

継
続
入
所

■
受
付
期
限
／
毎
月
20
日
（
土
曜
、

　
祝
日
の
場
合
は
前
日
、
日
曜
の

　
場
合
は
前
々
日
）

■
受
付
場
所
／
市
役
所
福
祉
事
務

　
所
保
育
係

■
入
所
期
日
／
翌
月
１
日
入
所

■
住
所
地
／
入
所
月
の
１
日
現
在
、

　
南
国
市
に
住
民
登
録
の
こ
と

■
手
続
き
／
４
月
入
所
と
同
じ

５
月
以
降
の
入
所

５
月
以
降
の
入
所

５
月
以
降
の
入
所

　
申
し
込
み
の
状
況
に
よ
り
、
選

考
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
選
考
の
場
合
…
選
考
基
準
は
、

　
「
南
国
市
保
育
所
入
所
承
諾
基

　
準
運
用
要
綱
」（
保
育
所
に
掲
示
）

　
に
基
づ
き
、
家
庭
で
の
保
育
に

　
欠
け
る
指
数
で
決
定
し
ま
す
。

入
所
の
承
諾
（
決
定
）

入
所
の
承
諾
（
決
定
）

入
所
の
承
諾
（
決
定
）

　
平
成
17
年
度
末
ま
で
の
保
育
に

欠
け
る
期
間
で
す
。

保
育
の
実
施
時
期

保
育
の
実
施
時
期

保
育
の
実
施
時
期

【
備
　
考
】

　
保
育
所
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
が

保
育
所
を
選
択
し
、
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所
し
て
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た

だ
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す
。

　
市
内
に
は
15
の
保
育
所
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
11
の
施
設
が
南
国
市
立
の

保
育
所
で
、
４
つ
の
施
設
が
社
会
福

祉
法
人
が
運
営
す
る
保
育
園
で
す
。

　
南
国
市
立
後
免
野
田
保
育
所
は
、

平
成
17
年
度
か
ら
社
会
福
祉
法
人

「
ふ
る
さ
と
自
然
村
」
に
移
管
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
保
育
サ

ー
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ス
の
充
実
を
図
り
、
運
営
さ
れ
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す
。

　
ご
理
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を
よ
ろ
し
く
お
願
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し
ま
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※
保
育
関
係
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
事
務
所
保
育
係
（
�
８
８
０
・
６
５
６
６
）ま
で

〜
平
成
17
年

　
　
　
　
４
月
１
日
か
ら
〜

【備考】１月26日�～28日�の各保育所の受付は上記の時間内のみです。
　１月31日�～２月４日�は市役所でのみ受付けます。児童面接は後日となります。

＊
入
所
の
可
否

　
▼
３
月
17
日
�
ご
ろ
、
保
護
者

　
　
に
通
知
し
ま
す
。

　
▼
通
知
文
書
は
、
《
新
規
入
所
》

　
　
は
郵
送
。
《
継
続
入
所
》
は

　
　
保
育
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

■申込受付・面談期日と時間
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島�イツヱさん（比江）
大正15年９月２日生まれ

　昭和58年より22年間にわたり、
ボランティアとして地域の非行
少年（少女）の更正を援助する
とともに、青少年の健全育成、
非行防止活動、健全な家庭の構
築のための子育て支援活動など
を積極的に推進し、多大な功績
を残されました。

受賞者の島�イツヱさん（前列）と
推薦者・選考委員の皆さん

しまさき いつえ

　南海地震が２０３０年までに発生する確率は
40％といわれています。また、次の南海地震で
は、昭和南海地震を上回る強い揺れと大津波が
予想されています。
　住宅課では、そのような地震に備え、「住ま
いの安全地震心得帳」を作成しました。（12月
中旬～１月下旬に全戸へ配布予定です）
　心得帳には、住宅防災・家庭の備え・心得10
カ条・応急手当・非常持ち出し品チェックリス
ト・避難場所・収容避難施設などを記載し、防
災マップ（別冊）でも市内の避難場所などを詳
しく紹介しています。
　わが家の災害の備えとして、「住まいの安全
地震心得帳」を活用し、役立ててください。

※お問い合わせは
　住宅課建築係（�８８０ー６５５８）まで

11月３日文化の日、「第36回南国市民
賞授与式が、グレース浜すしで行われま
した。
　今年の市民賞は、公共の福祉の分野で
顕著な実績と功績が認められた島�イツ
ヱさんが受賞し、今後のますますの活躍
が期待されます。

新潟県中越地震災害義援金

　被災地への義援金は、日本赤十字社高知県支
部で12月30日まで受け付けています。
　詳しくは市のホームページをご覧いただくか、
福祉事務所社会係へお問い合わせください。

市ホームページ
  h t tp/ /www.ci ty .nankoku.kochi . jp

※お問い合わせは、福祉事務所社会係
　（�８８０－６５６６）まで

広広報報ななんんここくく1122月月号号6



備考備考備考備考

罰則罰則罰則罰則

物の野焼き】【廃棄物の野焼き】物の野焼き】【廃棄物【廃棄物の野焼き】【廃棄物【廃棄物の野焼き】
年以下の懲役もしくは、　３年以下の懲役もしくは、年以下の懲役もしくは、３年以　３年以下の懲役もしくは、３年３年以下の懲役もしくは、　 300300300300万万万万以以以以
下の罰金または、これらの両方。　下の罰金または、これらの両方。下の罰金または、これらの両方。下　下の罰金または、これらの両方。下下の罰金または、これらの両方。罰金または これら 両方　
【不法投棄】【不法投棄】【不法投棄】【不法投棄】
５年以下の懲役もしくは、　５年以下の懲役もしくは、５年以下の懲役もしくは、５年以下の懲役もしくは、　 1,0001,0001,0001,000万万万万
以下の罰金または、これらの両方。　以下の罰金または、これらの両方。以下の罰金または、これらの両方。以下の罰金または、これらの両方。以下の罰金または これらの両方　
野焼きには、例外があります。野焼きには、例外があります。野焼きには、例外があります。野焼きには、例外があります。野焼きには 例外があります

※お問い合わせは、生活環境課（�８８０ー６５５７）まで

※お問い合わせは、基幹型在宅介護支援センターつばさ
　　　　　　　　　　　　　（�８６３ー７４３０）まで

地域型在宅介護支援センター
在宅介護支援センターとは

ひまわり
（白銀荘内）
���863ー5001

基幹型在宅介護支援センター基幹型在宅介護支援センター型在宅介護支援センタ基幹型在宅介護支援センターつばさつばさつばさつばさ

こごめ
（土佐清風園内）
���863ー3890

まほろば
（夢の里内）
�����866ー6663

（保健福祉センター内）�８６３－７４３０

実態把握調査・訪問

　市では、高齢者が要介護状態にならないためにはどの
ような支援が必要なのかを把握するため、65歳以上の
全高齢者を対象に在宅介護支援センターによる訪問
実態調査を行っています。
　調査の内容は、高齢者の心身の状況や生活全般
にわたります。また、プライバシーの保護には
厳重な注意を払っていますので、訪問調
査にご協力をお願いします。

　高齢者が介護が必要になっても、
総合的な各種サービスを使って、
自宅で生活できるように援助する
機関です。
　市には地域型の支援センターが
３カ所あり、それぞれの担当地
域で活動しています。基幹型の支
援センターは、３カ所の地域型支
援センターを統括し、実態調査の
集約を行います。

在宅高齢者在宅高齢者在宅高齢者在宅高齢者

集 約
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ダイオキシン類は300℃～400℃の
間で最も合成されるといわれ、家
庭用の焼却炉ではダイオキシンの
発生を抑えることは困難です。
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まほろばの里に平安絵巻まほろばの里に平安絵巻まほろばの里に平安絵巻まほろばの里に平安絵巻
つらゆき時代まつり開催つらゆき時代まつり開催

「
つ
ら
ゆ
き
時
代
ま
つ
り
」
毎
年
見
た
い
見
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
子
ど
も
の
行
事
と
重
な
っ
た
り
し
て
見
そ
こ
ね
て
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

第11回移動高知新聞「ふれあい高新in南国」
が開催されました。
メイン会場の市民体育館では、地域活性化

自治活動団体の活動内容を紹介する展示や報
道写真展などが行われ、来場者が熱心に見入
っていました。
期間中、「やなせたかしとアンパンマンショ

ー」「まほろばふれあい俳句会」、上倉地区を
訪れる「地産地消」ツアーなど多彩なイベン
トが繰り広げられました。

さまざまなイベントが展開！さまざまなイベントが展開！さまざまなイベントが展開！さまざまなイベントが展開！
ふれあい高新ふれあい高新inin南国南国

郷土料理をつくろう！郷土料理をつくろう！郷土料理をつくろう！郷土料理をつくろう！
農業高校で調理実習農業高校で調理実習

高知農業高校で、「郷土料理の伝承および
交流会」が行われました。
同校生活科学科３年生が、南国地区農漁

村女性グループ研究会の方に、地域の食材
を生かした料理12品を習いました。
生徒たちは、四方竹、ミョウガを使った

田舎ずしや大葉入りアジの香味揚げなどを
手ほどきを受けながら調理し、皿鉢に盛り
つけておいしくいただきました。

10月３日～７日

毎年恒例、「第９回土佐日記つらゆき時代
まつり」が開催されました。
商工会駐車場では、菊人形菊花展や紀貫

之の土佐日記にちなんだ「ありがとう絵日
記コンテスト」入賞作品の展示があり、大
勢の人でにぎわいました。
また、古装束に身をつつんだ時代行列が

紀氏邸跡（比江）・大湊・後免町商店街を練
り歩きました。

10月18日

10月７日
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カ
メ
ラ
リ
ポ
ー
ト
の
ペ
ー
ジ
は
楽
し
い
の
で
、
も
う
少
し
写
真
が
大
き
い
と
い
い
な
あ
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

▲11／10 濱田益さん（岡豊町）
が新図書館の図書購入費にと百
万円を市に寄付されました。

（市役所）

▲11／３ 第18回識字学級・集会
所文化祭　　（長岡西部体育館）

▲10／17 平成16年度土長南国Ｐ
ＴＡ研究大会　（久礼田小学校）

▲10／24 あったか南国市づくり
について市長と語る会

（市役所）

▲11／14 才谷村龍馬祭
（才谷）

▲11／４ 第12回南国・香美地区
畜産フェスティバル

（高知農業高校）

▲10／28 八坂神社の三番叟　　　
（下末松）

▲10／31 分場まつり　
（久礼田・分場なんこく）

▲11／14 北部高齢者教室で香長
中吹奏楽部がコンサートを行い
ました。 （久礼田体育館）

▲10／18 長年にわたり農林水産
省統計調査に協力された野口良
一さん（岡豊町・前列左から３
人目）西村孝之さん（浜改田・
前列右端・代理）に感謝状が渡
されました　　　　　（高知市）

▲11／６ 高知県女子中学生英語
弁論大会　　（清和女子中学校）

▲11／13 第５回西日本中央連携
軸ジュニアサッカー大会　　　　

（吾岡山）
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■締め切り／平成16年12月15日�必着
■あて先／�783ー8501 南国市大埇甲2301

南国市企画課親子クイズ係
■賞　品／正解者の中から抽選で、５人に

図書券を贈呈
★第390回親子クイズの答えは、
「馬の鼻向け」でした。

★応募総数／22通 ★正 解 率／100％

【第390回当選者】
鎌田　　慈さん（十　市）
曵地　　穂さん（駅前町）
西田千枝子さん（駅前町）
蒲原　啓人さん（大埇甲）
竹崎　淳子さん（大埇甲）

391

390回解答
一

向

一

揆

馬

日

進

月

歩

耳

千

差

万

別

東

秋

雨

前

線

風

耳

鼻

咽

喉

科

11
月
号
親
子
ク
イ
ズ
。
今
回
の
ク
イ
ズ
は
難
し
く
て
古
語
辞
典
で
調
べ
ま
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

QQQQ 岩岩村村かからら野野地地をを通通りり国国分分へへ
とと続続くく「「AA BB CC DDＥＥ」」。。
世世界界遺遺産産ににななるるかかもも？？

ヨヨココヨヨココ ①健康なときの脈の打ち
具合。○○○○○。

②○○馬の友。

③道路沿いに植える樹木。○○○○○。

④中国の易学でいう、相反する２種の気。
○○○○。

⑤年末宝○○が当たるといいな。

タタテテタタテテ �高松塚古墳、キトラ古墳で有名。
カビが心配です。

②天変○○。

⑥１㎜の1000分の１。○○○○。

⑦面目○○○○。

�○○○は土佐の山間から。

�

�

�

�

�

� �

�

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｂ

　環境審議会は、市長の諮問に応じ環境保全に関する基本的事項を調査・審議し、また、環境保
全に関し必要がある場合には、市長に意見を述べることのできる会です。

※お問い合わせは、生活環境課環境係（�８８０－６５５７）まで

　小規模特認校・奈路小学校には、市内のほかの
通学区域からも入学・転学することができます。
　「地域全体が学校」という中山間小規模校なら
ではの特色ある教育環境の中で、お子さんを学ば
せてみませんか。
　応募書類は、学校教育課でお渡しします。

■募集学年／新１年生
　＊兄弟がそろって応募希望されるご家庭で、１
　　年生以外の学年の児童がいる場合は、ご相談
　　ください。
■募集人数／若干名
■入学・転学条件／学校・ＰＴＡ・地域の教育活
　動に協力でき、保護者の責任で１年以上通学さ
　せることができるなど、一定の条件を満たす方。
■募集期間／平成17年１月４日�～２月18日�

■応募方法／応募用紙（生活環境課、総合窓口に
　備え付け）に必要事項を記入し、応募してくだ
　さい。
■応募期間／12月１日�～12月28日�

※申込先・お問い合わせは、
　学校教育課学校教育係または学校教育指導係
　　　　　　　　（�８８０ー６５６８）まで

奈路小学校児童募集奈路小学校児童募集奈路小学校児童募集奈路小学校児童募集奈路小学校児童募集奈路小学校児童募集

■主な職務／会議が開催された場合に、建設的か
　つ有効と思われる意見・提言を行う。
■任期／２年間（平成17年２月１日～）
■募集人数／議会議員を除く南国市民。
　男女各１名

親子クイズは、広報委員が南国市に関する
ことを毎月順番に考えています。
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事故の概要

　Ａ子さんは、スナックで出会ったＢ男さん
とすっかり意気投合し、２人とも飲酒状態に
もかかわらず、スナックを出た後Ａ子さんの
運転でドライブにでかけました。
　Ａ子さんはハンドル操作を誤り、コンクリ
ート擁壁に衝突する事故を起こしてしまいま
した。２人ともシートベルトをしておらず、
この事故でＢ男さんは死亡し、Ａ子さんは重
傷を負いました。Ｂ男さんには、妻と幼い子
どもがおり、Ｂ男さんの遺族からＡ子さんは
多額の補償を求められました

事故の原因

　飲酒運転が原因です。また、Ｂ男さんも飲
酒の事実を知っていたのに運転を止めません
でした。また、２人ともシートベルトをして
いなかったことが被害を大きくしました。

この事故から学ぶことの事故このこの らららら学ら学ら学

　飲酒すると運転操作が不安定となるうえ、
気が大きくなり、シートベルトをしなかった
り、スピードを出し過ぎる傾向があります。
　また、飲酒運転で自損事故を起こした場合、
運転者本人の治療費等は自動車保険から支払
われません。被害者であるＢ男さんも飲酒の
事実を知って同乗したことにより、支払い額
から一定の減額がされます。
　この事故にかかわらず、遺族から請求され
る補償額に、自動車保険から支払われる額が
満たない場合もあり、双方とも交渉に多くの
時間や労力が必要になります。

（資料提供：高知県県民生活課交通安全対
　　　　　　策班　 �８２３－９３１９）

みみんんななのの広広場場

11
月
号
親
子
ク
イ
ズ
。
難
し
か
っ
た
。
で
き
た
け
ど
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
花
向
け
」
の
方
が
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
い
い
よ
う
な
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり
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市
営
小
籠
団
地
入
居
者
募
集

■
募
集
戸
数
／
１
戸
（
２
階
）

■
募
集
案
内
書
配
布
期
間

12
月
１
日
�
〜
17
日
�

■
申
込
書
受
付
期
間

12
月
15
日
�
〜
17
日
�

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

住
宅
課
住
宅
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
８
）ま
で

県
立
高
知
短
期
大
学

（
夜
間
）
学
生
募
集

高
知
短
期
大
学
は
、
夜
間
（
午

後
６
時
〜
９
時
過
ぎ
ま
で
）
に
授

業
が
開
催
さ
れ
る
社
会
人
に
開
か

れ
た
２
年
制
の
短
期
大
学
で
す
。

年
齢
も
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
な
学

生
が
、
法
律
・
政
治
・
経
済
な
ど

現
代
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
広
く

学
ん
で
い
ま
す
。

（
一
般
入
試
）

■
募
集
対
象
者
／
高
等
学
校
な
ど

を
卒
業
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た

は
平
成
17
年
３
月
卒
業
見
込
み

の
方

■
出
願
期
間

平
成
17
年
２
月
28
日
�
〜

３
月
４
日
�

■
選
考
方
法

▼
学
力
考
査
／
平
成
17
年
３
月

13
日
�
（
試
験
科
目
…
現
代

社
会
）

■
備
考
／
高
等
学
校
を
卒
業
さ
れ

て
い
な
い
方
で
も
、
入
学
資
格

審
査
（
12
月
24
日
�
ま
で
に
申
　

請
）
で
高
等
学
校
と
同
等
以
上
　

の
学
力
が
認
め
ら
れ
る
と
受
験

で
き
ま
す
。

＊
入
学
資
格
審
査
の
申
請
書
は
学

生
課
ま
で

（
社
会
人
入
試
）

■
募
集
対
象
者
／
22
歳
以
上
（
平

成
17
年
４
月
１
日
現
在
）
の
方

で
、
高
等
学
校
な
ど
を
卒
業
さ

れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
平
成
17

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

■
出
願
期
間

平
成
17
年
２
月
14
日
�
〜21

日
�

■
選
考
方
法
／
事
前
に
提
出
さ
れ

た
自
己
推
薦
書
と
面
接
を
総
合

し
て
選
考
し
ま
す
。

■
面
接
日

平
成
17
年
３
月
６
日
�

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
短
期
大
学
学
生
課

（
�
８
７
３
・
２
１
５
９
）ま
で

阪
神
・
淡
路
大
震
災

「
１
・
17
メ
ッ
セ
ー
ジ
」募
集

１
・
17
は
忘
れ
な
い

〜January
17
shall

never
be
forgotten

〜

兵
庫
県
な
ど
で
構
成
す
る
阪

神
・
淡
路
大
震
災
10
周
年
記
念
事

業
推
進
会
議
で
は
、
平
成
17
年
１

月
に
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
全
国
か
ら
復
興
へ
の
エ

ー
ル
や
阪
神
・
淡
路
へ
の
思
い
な

ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
平
成
17
年
１
月

17
日
に
開
催
さ
れ
る
震
災
10
周
年

の
つ
ど
い
（
神
戸
市
内
）
や
兵
庫

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
信

し
ま
す
（
氏
名
・
住
所
・
年
齢
も

公
表
さ
れ
ま
す
）。

■
応
募
方
法
／
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
Ａ

４
用
紙
１
枚
以
内
で
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

＊
400
字
程
度
で
イ
ラ
ス
ト
も
可

＊
様
式
は
自
由
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
ま
た
、
同
ホ
ー
ム
ペ
　

ー
ジ
の
フ
ォ
ー
ム
に
直
接
入
力

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
切
／
12
月
20
日
�

■
備
考
／
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
（
神
戸
市
）

で
保
存
・
公
開
し
ま
す
。な
お
、

著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
、

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

兵
庫
県
復
興
推
進
課

（
〒
６
５
０
・
８
５
６
７
　
＊
住
所
不
要

�
０
７
８
・
３
６
２
・
４
３
５
７

�
０
７
８
・
３
６
２
・
４
３
７
８

ｅ
メ
ー
ル

fukkousuishinka@
pref.hyougo.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
eb.pref.hyogo.jp/hukkou

/m
essage/

）ま
で

11
月
号
親
子
ク
イ
ズ
。
今
回
は
親
子
な
ら
ぬ
夫
婦
で
考
え
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
頼
り
に
な
る
の
は
夫
で
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

2004  DECEMBER

「カシオさんから
　　　電波が飛んできた…？」

澤本　英世（里改田）
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平
成
17
年

南
国
市
体
育
始
め

平
成
17
年
の
健
康
と
飛
躍
発
展

を
願
い
、
体
育
始
め
の
行
事
と
し

て
「
走
り
始
め
」
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
と
き
／
平
成
17
年
１
月
４
日
�

午
前
９
時
〜
小
雨
決
行

■
集
合
場
所
／
市
役
所
玄
関
前

■
コ
ー
ス
／
市
役
所
〜
日
吉
神
社

参
拝
〜
後
免
商
店
街
〜
電
車
通

り
〜
市
役
所

■
参
加
料
／
無
料

第
43
回

南
国
市
駅
伝
競
走
大
会

■
と
き
／
平
成
17
年
１
月
23
日
�

午
前
8
時
〜
雨
天
決
行

■
集
合
場
所
／
香
長
中
学
校

■
コ
ー
ス（
６
区
間
）

香
長
中
学
校
〜
芦
ヶ
谷
〜
十
市

石
土
池
〜
浜
改
田
〜
ト
リ
ム
広

場
〜
前
浜
〜
香
長
中
学
校

■
参
加
料
／
無
料

■
申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙

を
使
用
し
、
平
成
17
年
１
月
14

日
�
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
体
育
始
め
」「
駅
伝
競
走
大

会
」
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
〒
７
８
３
・
0
0
9
4

南
国
市
前
浜

１
３
４
４
・
３

�
８
６
５
・
８
０
１
５
）ま
で

あ
っ
た
か
交
流

ス
ポ
ー
ツ
大
会

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

誰
に
で
も
で
き
る
楽
し
い
ゲ
ー
ム

で
交
流
し
ま
し
ょ
う
！

■
と
き
／
12
月
12
日
�

午
前
９
時
〜
12
時

■
と
こ
ろ
／
長
岡
西
部
体
育
館

■
内
容
／
フ
リ
ス
ビ
ー
・
フ
ロ
ッ

ガ
ー
・
キ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
に
よ

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

＊
ど
な
た
で
も
簡
単
に
で
き
る
ゲ

ー
ム
で
す
。

■
参
加
料
／
無
料

■
申
込
方
法
／
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
12
月
６
日
�

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー

（
�
８
８
０
・
６
５
７
０
）ま
で

南
国
市
民
ク
リ
ス
マ
ス

ク
リ
ス
マ
ス
の
夕
べ
を
一
緒
に

過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

■
と
き
／
12
月
11
日
�

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
大
篠
公
民
館

■
内
容
／
聖
誕
劇
、
ク
リ
ス
マ
ス

キ
ャ
ロ
ル
な
ど

■
入
場
料
／
200
円（
中
学
生
以
上
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
委
員
会

松
木

（
�
８
６
４
・
１
４
７
０
）ま
で

太
極
拳
教
室

運
動
は
し
た
い
け
ど
、
激
し
い

の
は
苦
手
と
い
う
方
。
太
極
拳
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き
／
平
成
17
年
１
月
18
日
�

〜
２
月
15
日
�

毎
週
火
曜
日

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
18
歳
以
上
の
南
国
市
民

20
名
程
度

■
受
講
料
／
千
500
円

＊
傷
害
保
険
料
を
含
む

■
申
込
締
切
／
12
月
24
日
�

■
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
、
F

A
X
ま
た
は
ｅ
メ
ー
ル
に
、
教
　

室
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
〒
７
８
３
・
８
５
０
１

南
国
市
大
埇 

甲
２
３
０
１

�
８
８
０
・
６
５
６
９
、

�
８
８
０
・
６
２
０
１
、

syougai@
city.nankoku.kochi.jp

）

ま
で家

屋
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

納
税
義
務
者
変
更
届
出
・

家
屋
の
取
り
壊
し
申
告
を
！

平
成
17
年
度
の
固
定
資
産
課
税

に
む
け
、
平
成
16
年
中
の
家
屋
の

新
築
・
増
改
築
・
取
り
壊
し
な
ど

の
異
動
状
況
を
調
査
し
て
い
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

未
登
記
の
家
屋
で
、
売
買
・
贈

与
・
相
続
な
ど
で
所
有
者
を
変
更

し
た
場
合
は
、
必
ず
納
税
義
務
者

変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
16
年
中
に
家
屋
を

取
り
壊
し
た
場
合
は
、
平
成
17
年

１
月
14
日
�
ま
で
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
税
務
課
職
員

が
調
査
に
お
伺
い
し
た
時
な
ど
、

す
で
に
お
聞
き
し
て
い
る
場
合

は
、申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
な
ど
の
書
類
は
税
務
課
に

あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
資
産
税
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
４
）ま
で

年
末
年
始
の
市
役
所

市
役
所
（
支
所
）
は
、
12
月
29

日
�
か
ら
１
月
３
日
�
ま
で
お
休

み
で
す
。
こ
の
期
間
中
は
、
戸
籍

謄
・
抄
本
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録

証
明
や
税
金
な
ど
に
関
す
る
各
種

証
明
書
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
必
要
な
方
は
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
出
生
届
・
死
亡
届
・

婚
姻
届
な
ど
の
戸
籍
の
届
け
書

は
、
休
み
の
期
間
中
も
当
直
室

（
本
庁
舎
西
入
り
口
）
で
受
け
付

け
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
課
市
民
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
５
）ま
で

おお知知ららせせ

11
月
号
親
子
ク
イ
ズ
。
全
然
わ
か
ら
な
く
て
、
中
学
生
の
子
ど
も
に
聞
い
て
解
き
ま
し
た
。
応
募
数
が
少
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり
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農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
は

申
請
に
よ
っ
て
登
載

１
月
10
日
�
ま
で
に
提
出
を
！

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名

簿
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
調

製
さ
れ
ま
す
。

新
し
く
農
業
を
始
め
た
方
や
、

申
請
用
紙
が
郵
送
さ
れ
な
か
っ
た

農
家
の
方
は
、
連
絡
を
し
て
く
だ

さ
い
。
名
簿
に
登
載
さ
れ
な
い
と

選
挙
権
・
被
選
挙
権
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
資
格
の
あ
る
方

�
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

�
満
20
歳
以
上
で
あ
る
方

（
平
成
17
年
３
月
31
日
現
在
）

�
10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
、
業

務
を
し
て
い
る
方

�
�
の
方
と
同
居
し
て
い
る
親
族

ま
た
は
、
そ
の
方
の
配
偶
者

�
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作

に
従
事
し
て
い
る
方

■
農
用
地
利
用
集
積
状
況
お
よ
び

意
向
の
調
査
／
こ
の
調
査
は
、

耕
作
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
も

の
で
す
。
選
挙
人
名
簿
と
同
時

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
期
限

平
成
17
年
１
月
10
日
�

※
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

農
業
委
員
会
事
務
局

（
�
８
８
０
・
６
５
７
３
）ま
で

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
！

12
月
31
日
現
在
で
、
平
成
16
年

工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
製
造

業
の
活
動
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
毎
年
経
済
産
業
省

が
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か

け
て
、
対
象
事
業
所
に
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
課
広
報
統
計
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
３
）ま
で

毎
年
12
月
は
県
税
の

滞
納
整
理
強
調
月
間
で
す

忙
し
く
て
、
納
め
忘
れ
た
税
金

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
一
度
、
ご

確
認
を
！

県
税
の
こ
と
で
ご
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
県
税
事
務
所

（
�
８
６
３
・
２
４
７
７
）ま
で

平
成
16
年
度
成
人
式

平
成
16
年
度
成
人
式
は
「
成
人

の
日
」（
平
成
17
年
１
月
10
日
�
）

で
は
な
く
、
平
成
17
年
１
月
３
日

�
に
行
い
ま
す
。

２
階
席
は
一
般
開
放
し
ま
す
の

で
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
も
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
平
成
17
年
１
月
３
日
�

午
後
１
時
〜
（
開
場
…
午
後
12

時
〜
）

■
と
こ
ろ
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
対
象

昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

＊
新
成
人
の
方
に
は
11
月
中
に
通

知
し
ま
す
。

＊
南
国
市
出
身
で
、
勉
学
な
ど
の

た
め
に
市
外
へ
転
出
し
て
住
民

登
録
が
な
い
方
も
出
席
で
き
ま

す
。
希
望
者
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
市
外
の
方
も
式
典
へ

の
出
席
は
で
き
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課

（
�
８
８
０
・
６
５
６
９
）ま
で

おお知知ららせせ

次
か
ら
次
へ
と
今
年
の
台
風
。
我
が
家
も
被
害
に
あ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
大
丈
夫
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

日 曜 　　　　場　　　　　　所　　・　　　時　　　　　間

真夜中の独りごと
　　　　　　瀬戸内寂聴
大人の遊びダーツ＆ビリ
ヤード入門　　渡部紘士

年内は12月26日�まで。
新年は１月４日�から
開館します

天使の梯子　村上由佳
接近　　　　古処誠二
マイ・ストーリー　
　　　　　　山本容子

駅までの道を教えて
　　　　　　伊集院静
動物記　　　新堂冬樹

ほか

２

３

７

８

９

10

14

15

水

木

水

木

猪野吉保商店前
10:20～10:40

王子権現神社北側
10:45～11:05

後免野田小学校
12:50～13:35

蒲原県営住宅
10:20～10:50

医学部蒲原宿舎
10:55～11:15

定林寺公民館
11:20～11:40

鳶ヶ池中学校
13:10～13:25

里保育所
10:20～10:40

十市保育園
10:30～11:00

中澤建材店前
10:50～11:10

稲生保育所
14:20～14:40

かりやストア前
14:45～15:05

稲生小学校
12:50～13:30

ケアハウス白山荘
13:40～14:10

香南中学校
13:05～13:25

久礼田小学校
15:20～15:50

十市小学校
12:50～13:50

後免野田保育所
10:20～10:40

市農協野田支所
10:50～11:10

岩村ふれあいセンター
11:15～11:35

立田消防屯所南側
13:35～14:00

あけぼの保育所
10:20～10:40

大湊保育所
10:50～11:10

市農協前浜支所
11:15～11:35

三和小学校
12:50～13:40

浜改田公民館
14:00～14:40

大湊小学校
14:50～15:20

浜窪市営住宅
15:30～15:50

高知高専宿舎
11:10～11:30

吾岡保育園
10:30～10:50

南海学園
11:00～11:20

香長中学校
13:00～13:20

白銀荘
14:05～14:35

おおしの保育園
14:45～15:15

大篠小学校
15:25～16:25

長岡小学校
13:00～13:40

長岡農協
14:00～14:20

喫茶わらべ駐車場
14:25～14:45

長岡西部保育所
10:20～10:40

明見保育所
10:15～10:35

星神社前
10:40～11:00

ケアハウスたんぽぽ
14:30～15:00

ひまわり幼稚園
15:10～15:30

医学部中島宿舎
15:35～16:00

北陵中学校
16:10～16:30

国府小学校
13:00～13:30

岡豊保育所
11:00～11:20

市農協国府支所
10:20～10:40

白木谷公民館
13:50～14:20

岡豊小学校
15:30～16:00

国府保育所
10:45～11:05

久礼田保育所
10:40～11:00

久礼田西公民館
11:05～11:25

日章小学校
13:10～13:40

植野公民館
14:50～15:10

12／  1

金

金

火

金

水

木

火

火

21

16

17

第２希望の家
10:15～10:30

土佐厚生会国府寮
15:40～16:10

たちばな幼稚園
14:00～14:20

奈路小学校
14:45～15:20

奈路公民館
15:30～15:50

札場バス停前
10:20～10:40

丸十園芸組合前
10:45～11:05

阿戸公民館
11:10～11:30

緑ヶ丘２丁目
14:00～14:20

県住十市団地
14:25～15:00

あとむ幼稚園
15:05～15:25
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12
月
４
日
〜
10
日
は

人
権
週
間
で
す

〜
育
て
よ
う
一
人
一
人
の

人
権
意
識
〜

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社

会
な
ど
で
の
心
配
ご
と
や
悩
み
ご

と
は
、
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
人

権
擁
護
委
員
協
力
員
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
が
侵
害

さ
れ
た
時
は
、
相
談
相
手
と
な
っ

た
り
、
法
務
局
と
連
携
し
て
事
実

関
係
の
調
査
を
行
う
な
ど
、
人
権

救
済
の
お
力
に
な
り
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー

（
�
８
８
０
・
６
５
７
０
）ま
で

年
末
年
始
の

し
尿
の
く
み
取
り

市
環
境
セ
ン
タ
ー
は
、
12
月
30

日
�
か
ら
平
成
17
年
１
月
４
日
�

ま
で
業
務
を
休
み
ま
す
。

年
末
の
く
み
取
り
の
期
間
は
業

者
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
12
月

20
日
�
ま
で
に
下
表
の
業
者
に
直

接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

年
明
け
は
、

１
月
５
日
�

か
ら
平
常
ど

お
り
業
務
を

始
め
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
活
環
境
課
処
理
場
整
備
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

年
末
年
始
の
水
道
業
務

〜
水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

年
末
年
始
の
水
道
業
務
が
休
み

に
な
り
ま
す
。

再
給
水
（
メ
ー
タ
ー
の
取
付
）

お
よ
び
転
入
・
転
出
の
届
け
出
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
手
続

き
を
取
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

■
休
業
期
間

12
月
29
日
�
〜

平
成
16
年
１
月
３
日
�

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

水
道
局

（
�
８
６
３
・
１
２
３
４
）ま
で

12月の納税は

口座振替をご利用の方は、引き落と
し不能にならないよう納期限前に口
 座の残金をお確かめください。

■とき／12月20日�
    10：00～15：00

■ところ／社会福祉センター

■とき／毎月第１・第３土曜日
10：00～12：00

■ところ／社会福祉センター
※あらかじめ電話で、社会福祉協
　議会（�８６３ー４４４４）に
　予約してください。

■とき／12月７日�・１月５日�
　　　　９：00～９：30
■ところ／市役所北側駐車場
※お問い合わせは

生活環境課環境係
（�８８０ー６５５７）まで

犬・猫の引き取り

固定資産税（３期分）
国　保　税（５期分）

人権・行政相談

無料法律相談

人身事故件数 死者 負傷者
   16年10月
16年1～10月

50件 ０人 59人
308件 ５人 378人

　　《火災》
発生件数 ２件
建物　　 ２件
山林　　 ０件
その他  ０件
被害額　 32万円

《救急》
出動回数 166回
急病       79回
交通事故 19回
一般事故　 22回
その他　　 46回

（（1010月分）月分）

あ
っ
た
か
交
流

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

※写真はキンボール。
　詳しくは13ページ
　をご覧ください。

長岡西部体育館

ごめん
長岡西部
保育所 JR

〒

内海春子（大　埇）８６４ー４０６３
久万冨士（久　枝）８６５ー１２５８
中橋千秋（稲　生）８６５ー００２２

氏名（地区名） 電　話

傍士　功（堀ノ内）８６３ー０５３９
竹内隆造（国　府）８６２ー０１１８
竹村義弘（西　山）８６４ー３６２４
野村美智（植　野）８６２ー０６５５
北岡克彦（下　島）８６５ー１４２９
福井博子（里改田）８６５ー１１７３
松村佳代（篠　原）８６３ー１３００
�田郁子（岡豊町）８６３ー４３１０

氏名（地区名） 電　話

■人権擁護委員の皆さん■人権擁護委員協力員の皆さん

　業  者  名　   所在地　   電  話

�香南衛生社 　大埇乙 　864ー2517
�南国衛生社 　東山町 　863ー3531
�南国清掃   岡豊町 　866ー2432
�浄化槽センター  下末松 　863ー5117

　国民の健康増進・保健向上を目的とした健康増進法が昨年５月に
施行され、保健福祉センターでは、禁煙・分煙対策を呼びかけてい
ます。市役所庁舎においても１階は禁煙、２階～５階は分煙の対策
をしています。　

禁煙・分煙対策を推進しよう！禁煙・分煙対策を推進しよう！禁煙・分煙対策を推進しよう！禁煙・分煙対策を推進しよう！禁煙・分煙対策を推進しよう！禁煙・分煙対策を推進しよう！
～他人の煙が命をけずる  受動喫煙をなくそう～

（H13世界禁煙デー標語）



※お問い合わせは
　市民課年金係（�８８０－６５５５）
　南国社会保険事務所（�８６４－１１１１）

　国民年金の保険料は、民間の生命保険や個人
年金と違い、全額が社会保険料控除の対象とな
り、所得から控除されます。
 控除の対象は、平成16年１月から12月までに
納めた保険料です（本人はもちろん、家族の分
として納めた保険料も対象となります）。また、
過去の未納期間や免除期間を納めた保険料も今
年中に納めたものは対象となりますので、年末
調整や確定申告の際には、忘れずに申告しまし
ょう。
◎国民年金保険料は、国（社会保険庁）が直接
　収納していますので、市で「納付証明書」は
　発行できません。領収書をなくされたなどで
　納付証明書が必要な場合は、南国社会保険事
　務所で「納付確認書」の発行申請を行ってく
　ださい。
 　なお、平成17年２月に社会保険庁より国民
　年金保険料納付額証明書（16年中の納付額）
　が送付される予定です。
＊「納付確認書」は無料で交付されます。
＊代理の方が請求する場合は委任状が必要です。
◎国民年金基金の掛金も全額所得控除の対象と
　なりますので、申告してください。

　年末です。国民年金保険料の納め忘れがない
か、今一度ご確認ください。
 年金を受けるには、保険料を納めた期間と免
除された期間の合計が、一定以上必要です。
 これらの期間が、老齢基礎年金の場合25年以
上、障害基礎年金・遺族基礎年金の場合は、国
民年金に加入した期間のうち３分の２以上ない
と、年金を受けることができません。また、老
齢基礎年金は、20歳から60歳までの40年間、す
べて保険料を納めた場合は、満額の年金（平成
16年度＝年額794,500円）を受けることができま
すが、保険料を納めていない期間があれば、そ
の期間に応じて減額されます。
◎保険料納付の時効は２年間です。納め忘れが
　ありましたら、できるだけ早く納めましょう。
＊保険料の納め忘れを防ぐためにも、便利で確
　実な「口座振替」をお勧めします

１月15日�
　のみ収集
１月17日�
　のみ収集

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、
三軒屋（長岡小籠）

１月15日�
　のみ収集

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、東山町、
三軒屋（長岡小籠）、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠団地

１月17日�
　のみ収集

１月１日�  � １月４日�
１月３日�  � １月５日�

月・木収集地区　 12月30日�まで　 １月６日�から
火・金収集地区　 12月28日�まで　 １月４日�から
水・土収集地区　 12月29日�まで　 １月５日�から 片山、里改田、浜改田

十市（南部）
田村

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、
西窪、野田口、能間、城陸、榎田町、
朝日町（吉本小児科前を除く）

※お問い合わせは、生活環境課環境係（�８８０ー６５５７）まで

年末年始年末年始のごみ収集ごみ収集年末年始年末年始のごみ収集ごみ収集年末年始年末年始のごみ収集ごみ収集年末年始年末年始のごみ収集ごみ収集

＊プラスチック容器包装類の収集は12月30日�まで。
　年始は１月４日�から収集します。

　市では通常、祭日でもごみの収集を平常どおり行
っていますが、年末年始（12月31日�から新年１月
３日�）は、全てのごみ収集を休ませていただきま
す。この期間はごみを出さないようにお願いします。
　なお、左ページ日程以外の年末年始のごみの収集
は次のとおりです。
　この時期はごみの量も多いでしょうが、できるだ
けごみの量を減らすよう、ご協力ください。

広広報報ななんんここくく1122月月号号16

おお知知ららせせ

そ
ろ
そ
ろ
大
掃
除
の
時
季
で
す
ね
。
年
末
年
始
を
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり



片山、里改田

片山、里改田

と　　き 地　　　　区 と　　き 地　　　　区

 日  曜

奈路、瓶岩、白木谷、八京
十市（北部）、緑ケ丘、岩村
稲生

下咥内、物部、開田
国分、比江、左右山、北小籠

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

後免町、野田

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小籠団地

東崎(東部･西部)、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

領石、植野、久礼田、植田

領石、植野、久礼田、植田

片山、里改田、浜改田

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

12／1

7
6
4
3
2

8

13

10

11

14

17

15

16

20
18

22

24

21

28
27
25

23

金

木

月
土

金

木
水

火

月
土

水

月

金

水

木

水

浜改田

浜改田

祈年、東崎（東部･西部）、駅前町

奈路、瓶岩、領石、植野
久礼田、植田
常通寺島、中島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地・住宅を除く）
国分、比江、左右山、岩村
十市（北部）、緑ケ丘

８区(たちばな団地・小籠団地を含む)
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠1～2丁目、
西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、
白木谷、八京、蒲原団地、蒲原住宅

後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目
野田（西野田町１丁目を除く）

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
伊達野、大�団地 

稲吉、西窪、新川
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町

稲生
下咥内、物部、開田
篠原、明見

久枝（開田を除く）、下島、前浜
12／1

6
4
3

2

7

11
10
9
8

13
14

15

16

18
17

22
21
20

28

25
24
23

木

木
水

水

火
月

金

水
火

金

土
金

水

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大�団地、篠原、明見、伊達野

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大�団地、篠原、明見、伊達野

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

十市（南部）

7
6
5

1／4 1／4

火

月

金

田村

土
金

火

十市（南部）

領石、植野、久礼田、植田

火

月

6

5

月

木

土

火

月

土

片山、里改田、浜改田
中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）土

金
木

土

木

火

立田

久枝（開田を除く）、下島、前浜
立田

27

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大�団地、篠原、明見、伊達野

木

火

日 曜  地　　　　区地　　　区

＊お住まいの地区・小部落のごみステーションに出してください。

＊黒い袋、肥料やお米の袋で中身の確認ができない袋は
　危険なため、使用しないようお願いします。

12月６日・20日
（第１・３月曜日）

12月７日・21日
（第１・３火曜日）

12月１日・15日
（第１・３水曜日）

12月13日・27日
（第２・４月曜日）

12月14日・28日
（第２・４火曜日）

12月８日・22日
（第２・４水曜日）

１月４日・18日
（第１・３火曜日）

12月２日・16日
（第１・３木曜日）

12月３日・17日
（第１・３金曜日）

12月４日・18日
（第１・３土曜日）

12月９日・23日
（第２・４木曜日）

12月10日・24日
（第２・４金曜日）

12月11日・25日
（第２・４土曜日）

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠団地

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大�団地、篠原、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、
吉本小児科前

１月６日・20日
（第１・３木曜日）

9

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠団地

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大�団地、篠原、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、
吉本小児科前

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、
吉本小児科前

水
火

木

水

その他

アルミ ス
チ
ー
ル

久枝（開田を除く）、下島、前浜

ペットボトル
プラスチック 容器包装類

指定袋指定袋 指定袋指定袋
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12／２� 
9：10～  9：30
10：00～10：20
10：40～11：10

12／３�  
9：20～  9：40
10：10～10：30
10：50～11：10

実施場所

白木谷小学校

定林寺公民館

岡豊ふれあい館

日章福祉交流センター

南 部 福 祉 館

浜改田公民館

三 和 公 民 館

稲生ふれあい館

十 市 支 所

保健福祉センター

12／９�

12／10 �

9：00～  9：20
9：40～10：00
10：30～11：10
9：30～10：30

配
布
受
付
時
間
と
同
じ

容器配布日

12／ ６� 

12／ ７�  

12／13 �

12／14 �

容器回収日配布受付時間 回収受付時間

　
乳
幼
児
の
い
る
方
を
対
象
に
子
育

て
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
離
乳
食
や

病
気
・
け
が
な
ど
育
児
に
ま
つ
わ
る

不
安
や
悩
み
を
一
緒
に
楽
し
く
解
消

し
ま
せ
ん
か
。
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
母
子
保
健
推
進
員
・
託
児
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
託
児
も
あ
り
ま
す
。

■
と
き
・
内
容

①
１
月
19
日
�

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
「
離
乳
食
講
習
会
」

②
１
月
26
日
�

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
「
乳
幼
児
の
応
急
手
当
」

③
２
月
１
日
�

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
予
定
）

　
「
小
児
科
医
の
お
話
」

 

（
市
原
直
子
医
師
）

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料
／
無
料

■
託
児
定
員
／
15
名

ゆ
う
ゆ
う
赤
ち
ゃ
ん

　
　
　
　 

（
子
育
て
教
室
）

大
腸
が
ん
検
診

　
広
報
11
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
左
の
日
程
で
大
腸
が
ん
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
40
歳
以
上
の
市
民

■
検
診
料
／
400
円

　
＊
70
歳
以
上
、
非
課
税
・
生
活
保

　
護
世
帯
、
精
神
身
体
障
害
者
手
帳
、

　
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
記
念

　
総
合
健
診
の
対
象
年
齢
の
方
は
無

　
料
で
す
。

■
申
込
先
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
定
期
予
防
接
種
対
象
者
（
12
カ
月

　
か
ら
90
カ
月
未
満
）

・
妊
婦
の
同
居
家
族

・
10
代
後
半
か
ら
40
代
の
女
性
、
う

　
ち
特
に
妊
娠
の
希
望
ま
た
は
そ
の

　
可
能
性
の
高
い
女
性 

・
出
産
間
も
な
い
方

　
な
お
、
接
種
は
体
調
の
良
い
時
を

選
び
、
女
性
は
妊
娠
し
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
、
接
種
後
２
ヶ
月
は
避

妊
が
必
要
で
す
。

　
定
期
予
防
接
種
以
外
は
実
費
で
の

任
意
接
種
と
な
り
ま
す
。  

　
接
種
希
望
の
方
は
、
事
前
に
小
児

科
ま
た
は
最
寄
り
の
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
妊
娠
初
期
に
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
と
、
心
疾
患
、
白
内
障
、

難
聴
を
特
徴
と
す
る
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
の
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

　
風
し
ん
は
、
昨
年
か
ら
全
国
で
局

地
的
に
流
行
し
て
お
り
、
数
年
続
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

次
の
方
は
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

（
す
で
に
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と

の
あ
る
方
、
予
防
接
種
歴
、
抗
体
陽

性
確
認
の
あ
る
方
は
除
き
ま
す
）

風
し
ん
の
予
防
接
種
を

　
　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

　 結核予防法の改正にともない、平成17年
度（平成17年４月）からツベルクリン反応
検査が廃止され、直接ＢＣＧ接種となりま
す。また、対象が「４歳まで」から「生後
６ヶ月（未満）まで」に引き下げられます。
　未接種の方は、早めにお受けください。
　今年度は、下記の日程を予定しています。

ツベルクリン反応検査の廃止とツベルクリン反応検査の廃止と
　　　ＢＣＧ接種の対象年齢引き下げ　　　ＢＣＧ接種の対象年齢引き下げ

ツベルクリン接種 ツベルクリン判定
ＢＣＧ接種

平成17年
１月25日�

平成17年
１月27日�

２月22日�

３月22日�

２月24日�

３月24日�

13：30～
　14：00

13：30～
　14：00

13：30～
　14：10

13：30～
　13：45

13：30～
　13：45

13：30～
　14：10

12月14日� 12月16日�13：30～
　14：00

13：30～
　14：10

※お問い合わせは
保健福祉センター（�８６３－７３７３）まで
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現在、乳幼児健診の番号札は８時30分から

お渡ししていますが、平成17年１月からは

来所順に健診を受けていただけるように、

当日12時50分からお渡しします。

乳幼児健診の番号札配布時間変更

至市役所

ガソリン
スタンド

至　野市町レストラン

家具屋

至高知市
南国バイパス

保健福祉
　　センター ＪＡ車両センター

後免町駅 葬祭場

広
域
農
道

約700�

1歳6カ月児健診

乳幼児
ツベルクリン検査 全地区

乳幼児ツベルクリン
判定・BCG接種

愛の献血
（16～69歳）

11:30～13:00

10:00～11:00

内　　容 対　  象 日 曜 受付時間 と　　こ　　ろ

健康相談

全地区

保健福祉センター

全地区 保健福祉センター

全地区

全地区

3歳4カ月児健診

火

４カ月児健診

13:00～14:00

育児相談
（集いの広場）

11:30～16:00

高知空港ビル�
セイレイ工業�高知工場

12 / 13

12 /２

12 / 1

12 / 8
１ / ７

12 / 27

木

火

9:30～10:30

木

木

久 礼 田 体 育 館

マルナカ南国店駐車場
9:30～11:00

9:30～16:00

13:00～16:00
13:00～16:00

12 / 14

12 / 16

火
高知県南国合同庁舎

南 国 市 役 所 前

中 央 福 祉 館

久礼田

長　岡

月

木
木
火10カ月児健診 保健福祉センター

13:30～14:10

13:30～14:00

水

水
金

10:00～11:00 黒 滝 公 民 館黒　滝 月

月 十 市 支 所
（多世代交流プラザ）

12 /２

12 / 20
12 / 21

12 /９

12 / 21

12 / 14

12 / 16

※子宮がん検診と乳がん検診は検診日が異
　なります。
※70歳以上、生活保護世帯、非課税世帯の
　方、障害者手帳（身体・精神）、療育手
　帳をお持ちの方、記念総合健診対象の方
　は無料です。検診申込時または受付時に
　申し出てください。

31

木

木
（岡豊町）866ー2345

あけぼの小児クリニック

金

（田村乙）878ー6611１／1
岡 豊 病 院

日 （大�乙）863ー1212

日 曜 当　番　医 電 話

（大�甲）
26
29
30

19
12

いちはら内科小児科

日

日

（大�甲）
864ー2465

☆ 休日在宅医

863ー3915
吉本小児科皮膚科水

日 鍋 島 医 院（国　分）862ー0030
高 田 内 科（大�乙）863ー3925
西田順天堂内科（大�甲）863ー1881

藤 原 病 院
12／5

23

※変更する場合があります。

たかはし内科小児科

土
（緑ヶ丘）865ー5680２

南 国 厚 生 病 院
日
月 （立　田）863ー3030

山本循環器内科（駅前町）864ー2575

３

■とき・ところ
　１月28日�　保健福祉センター
■受付時間／８：45、９：45、10：45
　　　　　　13：15
■対象／40歳以上で年度内（平成16年４月
　１日～平成17年３月31日）の誕生日で年
　齢が偶数年齢になる市民
■申込締切／１月14日�
■申込先／保健福祉センター
■申込方法／電話でお申し込みください。
■検診料／1,000円
＊マンモグラフィは左右の乳房を挟み２方
　向からエックス線撮影を行う検査です。
　ペースメーカー装着の方は撮影技師とご
　相談ください。妊娠中、授乳中、豊胸手
　術を行っている方はご遠慮ください。

ツベルクリン反応検査の廃止と
　　　ＢＣＧ接種の対象年齢引き下げ
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広報なんこくは、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

ゲンドゥア・ピーター・　
アグルアさん

（パプアニューギニア）
高知大学農学部留学生

））） 言語の大切さを感じます ）））

大好きなプールで
「かわいいね」ポーズ�

山田　琉生  くん（小籠）（左）

「お姉ちゃんといっしょにセーラー
　ムーンになってみましゅた���
　けど、本当はボクの好きなのは
　アバレンジャーでしゅ�
　　　　　　　や　　　　　っ�」

平成15年７月８日生まれ

 やまだ　　りゅうい

 西澤　優空  ちゃん（緑ヶ丘）
平成15年７月７日生まれ

 にしざわ　　ゆら

　おかげさまで、このコー
ナーへの応募が大変多くな
りました。来年の10月号ま
で掲載予定の赤ちゃんが決
まっていますので、募集を
一時停止させていただきま
す。来年の６月号から再募
集します。

市市 のの 統統　　計計交交流流人人口口

高知自動車道
南国I.C.

入 110,867台
出 112,942台　

高知空港
出発 67,199人
到着 68,138人

《10月分》
有権者 40,477人（男 18,960人・女 21,517人）

《平成16年９月２日現在》

あ
と

が

き

　
新
潟
県
中
越
地
震
で
改
め
て

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
災
害
時
の
避
難
場
所
が
ど

こ
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た

避
難
経
路
は
ど
う
し
よ
う
な
ど

と
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
間
も
な
く
「
な
ん
こ
く
住
ま

い
の
安
全
地
震
心
得
帳
」
が
配

布
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
活
用
し
、

し
っ
か
り
と
災
害
時
に
備
え
て

お
き
た
い
で
す
ね
。
　
（
Ｋ
）

日
本
の
稲
作
に
つ
い
て
学
ぶ

た
め
昨
年
９
月
に
来
高
し
ま
し

た
。
今
ま
で
８
年
ほ
ど
、
山
芋
、

タ
ロ
イ
モ
、
バ
ナ
ナ
、
サ
ゴ
や

し
な
ど
母
国
の
主
食
に
つ
い
て

研
究
し
て
き
ま
し
た
。
米
の
消

費
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
す
べ

て
輸
入
に
頼
っ
て
い
て
、
現
在

実
験
的
な
稲
作
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
朝
一
夕
に
は
無
理

で
し
ょ
う
が
、
気
候
の
変
動
も

激
し
い
今
日
、
米
が
主
食
の
一

つ
と
し
て
定
着
す
れ
ば
備
蓄
の

点
か
ら
も
大
き
な
意
味
を
持
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。

高
知
市
ほ
ど
の
広
さ
の
と
こ

ろ
で
も
20
ほ
ど
の
言
語
が
あ

り
、
私
が
子
ど
も
の
頃
は
登
校

す
る
や
、
地
の
言
葉
も
ピ
ジ
ン

英
語
（
訛
り
の
あ
る
英
語
）
も

だ
め
、
す
べ
て
英
語
で
し
た
。

う
っ
か
り
地
の
言
葉
を
話
し
て

い
る
と
先
生
に
言
い
つ
け
ら

れ
、「I
m
ust
speak

E
nglish.

」

（
私
は
英
語
を
話
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
）
と
ず
っ
と
言
わ
さ

れ
た
も
の
で
す
。

地
の
言
葉
を
知
ら
な
い
子
ど

も
た
ち
と
英
語
の
話
せ
な
い
年

輩
者
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い

た
め
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
小
学

３
年
生
ま
で
は
学
校
で
も
地
の

言
葉
を
使
い
、
そ
れ
以
後
に
英

語
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
私
の
子
ど
も
た
ち
も
地
の

言
葉
を
ほ
と
ん
ど
話
せ
ま
せ

ん
。
意
思
伝
達
や
文
化
の
継
承

に
言
葉
の
果
た
す
役
割
を
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

先
日
、
香
北
町
で
お
み
こ
し

や
も
ち
拾
い
な
ど
神
祭
を
楽
し

み
ま
し
た
。
日
本
の
祭
り
と
比

べ
る
と
、
母
国
の
踊
り
や
歌
は

古
来
の
神
様
と
離
れ
て
い
る
な

あ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
南
国

市
の
外
国
人
向
け
の
生
活
情
報

冊
子
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

面 積 １２５.３５�

人 口 50,742人（－ 21）外国人登録者数 298人（＋ 7）
男 24,334人（－ 19） 男 148人（＋ 3）
女 26,408人（－ 2） 女 150人（＋ 4）

世帯数 20,765世帯 （－ 25） 登 録 国 籍 数 34カ国
（ ）内は前月比 《平成16年 10 月31日現在》

出生数　 37人〔男 21人・女 16人〕《10月分》

広
報
な
ん
こ
く

広
報
な
ん
こ
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南
国
市
広
報
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会

事
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企
画
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